
平成２６年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書 

学 校 名       関市立武芸川中学校 

実 施 期 間 平成２６年１１月８日（土）、１２月１１日（木） 

実 施 概 要 

①  武芸川オープンスクール（OS）：保護者、地域の方にオープンスクールを公開 
②  聞いてください、私たちの取り組み（児童会生徒会交流会）：小中学校の児童会

生徒会の活動交流、保護者や地域の方々に公開 

実 施 内 容 

学習・取組の分野 
 □自然   □歴史   □文化   □産業   レその他  

公開の方法 
 □授業公開 レ成果発表 レ交流活動 レ講演会等 
 □地域行事等参加 レその他 

来 校 者 数 
保 護 者 約①３０人 ②３０人  

計   約 １１０  人 
地域関係者  約①１０人 ②４０人 

実 施 状 況 

１ 武芸川オープンスクール（OS） 

（１）日時 平成２６年１１月８日（土）９：００～１２：３０ 

（２）内容   

 ・武芸川オープンスクールとして行った「職業を持つ人と語る会」を保 

護者、地域の方々に公開した。 

 ・分科会は１２職種（歌手、舞台俳優、アナウンサー、保育士、幼稚園 

教諭、切絵師、パティシェ、消防士、警察官、自衛官、理学療法士、

介護福祉士）で各１０～２０名のグループで体験談を聞いたり、実技

体験を行ったりした。 

 ・語る会では、講師の方々に、職業に就いた動機、就くまでの歩み、職 

業の内容、仕事の中での生きがい、苦労したこと、これからの自分の 

生き方、中学生に言いたいことなどを話していただいた。その後、生 

徒たちからの質問に答えていただいた。 

 ・語る会の全体会終了後、武芸川青少年健全育成協議会主催の「挨拶 

標語の表彰」をした。小学生・中学生・保護者・一般の方々が表彰 

された。 

 

２ 「聞いてください、私たちの取り組み」（児童会生徒会交流会） 

（１）期日 平成２６年１２月１１日（木） 

（２）内容   

 ・校区の小中学生がそれぞれの学校の児童会生徒会活動を、保護者や地 

域の方々に発表し、お互いに質問や感じたこと、今後に生かしたいこ 

と、アドバイスなどを出し合う。また、人権教育推進校として、交流 

会後に講演を行った。 

成果及び課題 

○「武芸川オープンスクール（職業を持つ人と語る会）」では、実際にそ 

の職業についてみえる方の体験談を聞くことや実技を見せていただく

ことを通して、その職業についての理解を深めることができ、職業選択

の参考にすることができた。また、保護者や地域の方にも参加していた

だいたことにより、学校でのキャリア教育の取り組みを理解してもらう

ことができた。保護者からは生徒たちにとって貴重な取り組みであり、

ぜひ今後も続けてほしいという意見が多くあった。 

●保護者が生徒と共に将来の生き方を考えたり、地域の方が学校の取り組 

みを知ったりする機会をもっと多くの方に見ていただけるように広報

やメールなどで紹介していく。 

●地域の自然や歴史、文化などを学んだり、ふるさとのよさに気付いたり 

する活動や行事を取り入れていく必要がある。 

  


